
金融機関側からの統計である「貸出先別貸出金」（日本銀行）における中小企業向け貸出をみると、06年

１－３月期において約10年ぶりにプラスに転じた後、06年４－６月期から同10－12月期にかけては３％台

の高い伸びを示している。その後、07年に入ってからは、１％未満の弱い伸びとなっているが、依然とし

て前年比でのプラス基調を保っている。

貸出側からみた中小企業向け貸出の動きは、比較的強めに推移してきたようにみえるが、本統計は中小

企業を形式的に区分しているという点に注意して見る必要がある。例えば金融機関の持株会社向け貸出や、

不動産投資ファンドに関するSPC（特定目的会社）向けの貸出などが、中小企業向け貸出に含まれている。

また運輸業についても、旧

道路公団の債務を承継した

（独）日本高速道路保有・債

務返済機構1が中小企業の範

疇に含まれていると考えら

れており、05年の同機構設

立に伴い、運輸業向け貸出

の主たる増加要因になって

いる。

そこで、実質大企業が多

く含まれる金融・保険業と

運輸業を除いた2貸出の伸び

をみてみると、伸び幅は大

きく縮小し、ここ最近は前

年比＋0.5％前後の非常に緩

やかな伸びが継続する形と

なる（グラフ点線）。
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　景気回復に伴い、中小企業の収益性は改善し、設備投資も増加基調を続けてきたが、

中小企業の資金需要については、今一つ盛り上がりに欠けるとの声が聞かれる。 

　本稿では、日銀統計や法人企業統計から、中小企業の資金需要の動向を追ってみる。 

日銀統計によると中小企業向け貸出は微増 

1

弱含む中小企業の資金需要の背景

（図表1）中小企業向け貸出（国内銀行、前年比）

（資料）日本銀行「貸出先別貸出金」 
（注）　00年度第１四半期から第４四半期（グラフ点線部分）においては、00年４月の中小企業の定義 
　　　　変更に伴う断層を、当公庫総合研究所にて補正している。 
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１従業員数85名（18年度）。

２不動産業についてもSPC向け貸出などが含まれるが、その他の一般的な不動産業向け貸出についても伸びがみられるため、ここでは除外対

象とはしていない。



次に、企業側の統計である「法人企業統計年報」から（年度の）資金の調達と運用を一覧にまとめた資

金運用表を作成し、資金需要動向をみる（図表２）。

固定資産投資と運転資金を併せた（事業上の）資金需要は、03年度以降は10兆円を超えているものの、

その伸びに勢いはない。詳細にみてみると、運転資金については05、06年度と、売上増に伴う在庫や売掛

金の増加3などから５兆円前後まで増えている。固定資産投資については、設備投資（建物、機械等の純増

額）は概ね横ばいで推移しているものの、土地投資については減少し、特に06年度は▲2.7兆円と大幅なマ

イナスとなっている（図表３）ことなどから、３年連続で減少している。地方でも地価の下落率が縮小す

るなど、地価が好転しつつあることなどから、遊休物件などを中心に、土地の処分を進めているものと思

われる。

2

財務健全化の動きが資金需要を下押し 

（図表2）資金運用表

（資料）財務省「法人企業統計年報」　 
（注）・「財政金融統計月報」（財務省）に掲載されている「資金需給状況」の作成区分を参考にし、当公庫にて一部組み換えを 
　　　　行っている。 
　　　・資本金１億円未満を中小企業、同10億円以上を大企業とした 
　　　・短期借入金は受取手形割引残高を含む 
　　　・内部留保は利益留保、引当金、特別法上の準備金、その他の負債の増減額の合計。利益留保はその他資本剰余金、利益剰 
　　　　余金、その他資本、自己株式の増減額。 
　　　・設備投資は有形固定資産（土地を除く）増減額と減価償却費の合計 
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３ 売掛金、在庫ともに対月商比はここ５年間で縮小している。



また、資金運用については、直近の06年度は運用額が減少している。現預金は、03年度以降、毎年１～

２兆円程度着実に増加しているが、有価証券が▲2.3兆円減少したことが背景である。特に、固定資産に計

上される長期保有の有価証券が主に減少している。このことから、業績伸張により企業体力が回復してい

ることに加え、株式市場等の市場環境が好転したことなどから、長期滞留していた有価証券類の売却、処

分等を進め、財務の健全化を図ってきたことが推察される。

以上より、年間の必要資金の純増額（資金需要額及び資金運用額の合計）は、05年度の20.2兆円から、06

年度は12.9兆円へと減少している。

資金調達の動きについても、法人企業統計から概観してみると、総資金需要がバブル期並みの水準にま

で回復している大企業については、内部留保や減価償却といった内部調達に加え、借入金等の外部からの

調達金額も増やしている。一方で、中小企業の総資金需要はバブル期の５分の１程度と低水準にとどまっ

ており、引き続き内部からの資金調達に依存し、外部調達については短期借入金を中心に削減を続けてい

る。

3

外部調達は依然として削減傾向 

（資料）財務省「法人企業統計年報」 
（注）　設備投資は、有形固定資産（土地を除く）増減額と減価償却費の合計。 
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（図表3）設備投資と土地（前年差）

（図表4）資金調達手法

（資料）財務省「法人企業統計年報」 
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本稿においては、①日銀統計から、特殊要因を

除いた実勢の中小企業向け貸出は弱い動きとなっ

ていること、②法人企業統計から、中小企業にお

いては主に土地や有価証券の削減、あるいは借入

の返済といった財務健全化の動きが、総資金需要

の下押し要因となっていたこと、などが確認され

た。

中小企業の資金需要が弱含んでいたとはいえ、そ

れは決して中小企業の活動の停滞を意味するので

はなく、なるべく自助努力により、様々な環境に

耐えうるための体力づくりに励んできた結果と捉

えることができる。また、前向きな活動としても

企業の付加価値を高める努力を継続させており、付

加価値額はここ３年で増加を続けている（図表５）。

今後についてみてみると、有利子負債とキャッ

シュフローとの比率はバブル期以前の水準以下に

まで低下しているなど、負債の整理は相当に進んできていることから、新たな資金需要が発生すれば、借

入等の外部調達に依存する割合が高まることも予想される。だが一方で、今後の価格動向次第ではあるが、

足元の傾向である土地あるいは積み増された有価証券の処分が、引き続き資金需要の下押し要因となるこ

とも考えられる。

足元では原材料価格の値上がりなど収益の下押し要因が台頭し、経済の先行きについては不透明感も漂

いつつあるなかで、中小企業においては、一層バランスの取れた資金の運用と調達が求められるところで

ある。

（足立　裕介）

4

「中小企業動向トピックス」に関するご意見・ご要望等ございましたら、本支店窓口まで

お問い合わせください。

発行：中小企業金融公庫　総合研究所　ホームページ http://www.jasme.go.jp/

（資料）財務省「法人企業統計年報」 
（注）　付加価値＝営業純益（営業利益－支払利息等）＋人件費 
　　　　　　　　　＋支払利息等＋動産・不動産賃借料＋租税公課 
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（図表5）中小企業の付加価値（前年比）

（図表6）有利子負債対キャッシュフロー比率

（資料）財務省「法人企業統計年報」 
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